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(百万円未満切捨て)
１．2022年３月期の業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

（１）経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 42,264 － 353 △55.8 409 △52.1 255 △51.3

2021年３月期 40,551 10.4 800 451.1 855 302.7 523 262.6
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年３月期 134 90 130 86 9.4 2.8 0.8

2021年３月期 326 40 － 25.1 6.1 2.0

(参考) 持分法投資損益 2022年３月期 －百万円 2021年３月期 －百万円

（注）１．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当事業年度の期首か

ら適用しており、2022年３月期に係る売上高については、当該会計基準等を適用した後の数値と

なっており、対前期増減率は記載しておりません。

　 ２．2021年３月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、

当社株式は非上場であったために期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 14,860 3,072 20.7 1,610 92

2021年３月期 14,316 2,337 16.3 1,455 27

(参考) 自己資本 2022年３月期 3,071百万円 2021年３月期 2,335百万円

（３）キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年３月期 992 △234 △148 2,287

2021年３月期 1,105 △312 △347 1,677

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年３月期 － － － 24 00 24 00 38 7.4 1.8

2022年３月期 － 19 00 － 18 00 37 00 70 27.4 2.4

2023年３月期(予想) － 19 00 － 18 00 37 00 24.9

(注) 2022年３月期第２四半期末配当の内訳 普通配当17円00銭 上場記念配当２円00銭

　



３．2023年３月期の業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、通期は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 45,612 7.9 392 10.9 438 6.9 283 10.9 148 43

　

※ 注記事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（２）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期 1,906,600 株 2021年３月期 1,605,000 株

② 期末自己株式数 2022年３月期 － 株 2021年３月期 － 株

③ 期中平均株式数 2022年３月期 1,892,101 株 2021年３月期 1,605,000 株

　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

　

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

業績予想の将来に関する記述は、業績に与える不確実な要因に係る仮定及び本日現在における入手可能な情報を

前提としており、実際の業績等は様々な要因等で大きく異なる結果となる可能性があります。

（決算補足説明資料の入手方法）

2022年５月24日に機関投資家・アナリスト向け決算説明会を開催する予定です。また、決算補足説明資料につきま

しては、2022年５月23日に当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当事業年度におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けながらもワクチン接種が進

み、緊急事態宣言が解除されるなど、日常が戻りつつありますが、ロシアのウクライナ侵攻や、世界的な原材

料価格の高騰による個人消費への影響が顕在化しつつあり、先行きの見通せない不透明な状態が続いておりま

す。

当社が身を置く食品流通業及びスーパーマーケット業につきましては、前年の新型コロナウイルス感染症拡

大によるいわゆる巣ごもり需要が一巡しましたが、外出自粛や新しい生活様式の定着により食料品の需要は底

堅く推移しました。しかし、業種の垣根を越えた競争の激化や個人消費の低迷により、厳しい経営環境となっ

ております。

このような情勢のなか、当社は食を通じた社会貢献を目標に、取引先との関係強化を図るとともに、2021年

４月に北関東エリアの中核を担う岩槻物流センターを開設し、効率的な物流網の構築や、地域密着型の店舗運

営を推進、食料品等の安定供給に努めてまいりました。

当事業年度はドラッグストアやディスカウントストアといった主要得意先との取引が堅調に推移したこと

や、新規開設した岩槻物流センターの稼働率が高まり北関東エリアの売上高が順調に推移したことにより、売

上高は42,264百万円、売上総利益は7,580百万円（前期比1.8％増）となりました。しかし、フローズン事業に

おいて燃料価格の高騰や、岩槻物流センター開設にかかる費用が増加したことにより、販売費及び一般管理費

は7,227百万円（前期比8.7％増）、営業利益は353百万円（前期比55.8％減）、経常利益は409百万円（前期比

52.1％減）となりました。また、スーパーマーケット事業において店舗閉鎖損失引当金繰入の計上や、収益性

の低下に伴う減損損失の計上により、当期純利益は255百万円（前期比51.3％減）となりました。なお、収益

認識会計基準等の適用により、売上高は398百万円減少しております。

各セグメントの経営成績は以下のとおりであります。

ａ．フローズン事業

フローズン事業につきましては、夏場の記録的な大雨や長雨、低気温等の天候不順の影響や前年の新型コロ

ナウイルス感染症拡大による巣ごもり需要の反動があったものの、主要得意先であるドラッグストアの新規出

店等により堅調に推移いたしました。利益面では売上拡大のための岩槻物流センター開設にかかる費用の増加

などの先行投資の影響や、軽油代や電気料金などの燃料費の高騰によるコスト増加の影響を受け減益となりま

したが、家庭用冷凍食品市場は引き続き堅調に成長しており、売上高は順調に増加しております。

なお、2021年４月よりＰＢ商品開発専門部署を設け、冷凍食品のＰＢ商品開発を進めており、強みであるフ

ルメンテナンスサービスの機能拡充を行い、競合との差別化を図ってまいります。また、2022年１月より事業

体制を見直し、ＤＸを活用した生産性向上の施策に着手するなど、コスト低減に努めております。

以上の結果、フローズン事業の売上高は33,641百万円（前期比7.9％増）、セグメント利益は279百万円（前

期比46.3％減）となりました。
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ｂ．スーパーマーケット事業

スーパーマーケット事業につきましては、感染防止対策を講じたうえで「駅弁大会」等の催事を行い、集客

に注力してまいりましたが、前年の新型コロナウイルス感染症拡大による巣ごもり需要の反動により厳しい事

業環境が続いております。当事業年度において新規出店は行わず、店舗数は10店舗（「スーパー生鮮館

TAIGA」８店舗、テナント店舗２店舗）となっており、収益性の低い１店舗の減損損失の計上及び１店舗閉店

を決定いたしました。引き続き事業体制を再構築し、地域の皆様へ食品の安定供給ができるように、地域密着

型の店舗運営を推進してまいります。

以上の結果、スーパーマーケット事業の売上高は8,623百万円、セグメント利益は73百万円（前期比73.6％

減）となりました。なお、収益認識会計基準等の適用により、売上高は398百万円減少しております。

（２）当期の財政状態の概況

　資産、負債及び純資産の状況

(資産)

　当事業年度末の流動資産は、前事業年度末に比べて、784百万円増加し、8,499百万円となりました。これは主に、

上場に伴う新株発行により現金及び預金が602百万円増加したことに加えて、フローズン事業の売上の増加に伴い、受

取手形及び売掛金が364百万円増加したこと等によるものです。

　固定資産は、前事業年度末に比べて、240百万円減少し、6,360百万円となりました。これは主に、減損損失の計上

や、減価償却の進行により建物が161百万円減少したことに加えて、保険積立金の解約に伴い、保険積立金が46百万円

減少したこと等によるものです。

　この結果、当事業年度末における総資産は、前事業年度末に比べ544百万円増加し、14,860百万円となりました。

(負債)

　当事業年度末の流動負債は、前事業年度末に比べて、138百万円減少し、8,670百万円となりました。これは主に、

フローズン事業の売上高増加に伴い仕入高が増加したことにより支払手形及び買掛金が774百万円増加した一方で、短

期借入金が550百万円減少したことや、課税所得の減少に伴い未払法人税等が217百万円減少したこと、未払金が167百

万円減少したこと等によるものです。

　固定負債は、前事業年度末に比べて、52百万円減少し、3,116百万円となりました。これは主に、将来の従業員退職

に備え退職給付引当金が43百万円増加した一方で、返済により長期借入金が92百万円減少したこと等によるもので

す。

　この結果、当事業年度末における負債は、前事業年度末に比べ191百万円減少し、11,787百万円となりました。

(純資産)

　当事業年度末の純資産は、前事業年度末に比べて、735百万円増加し、3,072百万円となりました。これは主に、上

場に伴う新株発行等により資本金が275百万円、資本剰余金が275百万円増加したことに加えて、利益剰余金が180百万

円増加したこと等によるものです。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当事業年度末の現金及び現金同等物の残高は、2,287百万円と前事業年度末に比べ610百万円(36.4％)増加となりま

した。

　当事業年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　営業活動によるキャッシュ・フローは992百万円の収入(前期は1,105百万円の収入)となりました。これは主に、仕

入債務の増加額が774百万円（前期は50百万円）、税引前当期純利益が359百万円（前期比496百万円減少）となったこ

と等によるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　投資活動によるキャッシュ・フローは234百万円の支出(前期は312百万円の支出)となりました。これは主に、保険

積立金の解約による収入が98百万円となった一方で、有形固定資産の取得による支出が331百万円（前期は229百万

円）となったこと等によるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　財務活動によるキャッシュ・フローは148百万円の支出（前期は347百万円の支出）となりました。これは主に、株

式の発行による収入が547百万円となったことや、長期借入れによる収入が380百万円（前期は230百万円）となった一

方で、短期借入金の純減額が550百万円になったことに加えて、長期借入金の返済による支出が455百万円（前期は550

百万円）となったこと等によるものです。

（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症対策により社会経済活動が正常化されることが期待され

ますが、国際情勢への不安や、世界的な原材料価格の高騰による個人消費への影響が顕在化しつつあり、先行きの見

通せない不透明な状態が続くと予想されます。当社の主要な商品である家庭用冷凍食品については、市場の拡大が続

き、好調に推移する見通しであります。

フローズン事業における経営環境は、更なる市場の拡大が見込まれる家庭用冷凍食品の販売増加により、売上が好

調に推移することが見込まれます。

スーパーマーケット事業においては、物価上昇による個人消費の低迷や、業種の垣根を越えた激しい競争が続くこ

とが予想され、依然として厳しい経営環境を見込んでおります。

　このような状況のもと、2023年３月期の業績予想につきましては、市場の拡大が見込まれる冷凍食品の販売増加に

伴い売上高45,612百万円（前期比7.9％増）と増収を見込んでおります。また、軽油代や電気料金などの燃料費の高騰

よる販売費及び一般管理費の増加が見込まれますが、売上高の増加やＤＸを活用した生産性向上の施策により、営業

利益392百万円（前期比10.9％増）、経常利益438百万円（前期比6.9％増）、当期純利益283百万円（前期比10.9％

増）と、増益を見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社は、財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で財務諸表を作成する方針

であります。

　なお、国際財務報告基準（ＩＦＲＳ）の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針

であります。
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３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,733,076 2,336,036

受取手形及び売掛金 3,456,788 3,821,373

商品 546,938 591,889

未収入金 1,955,821 1,729,755

その他 22,261 21,188

貸倒引当金 △621 △1,002

流動資産合計 7,714,265 8,499,240

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 2,205,477 2,044,450

機械及び装置（純額） 176,884 154,876

車両運搬具（純額） 203,313 204,776

工具、器具及び備品（純額） 94,424 72,506

土地 2,514,966 2,514,966

その他（純額） 65,253 58,368

有形固定資産合計 5,260,320 5,049,945

無形固定資産

ソフトウエア 36,705 20,157

その他 3,794 7,203

無形固定資産合計 40,500 27,361

投資その他の資産

投資有価証券 24,470 29,620

繰延税金資産 417,005 456,805

保険積立金 105,058 58,404

差入保証金 721,100 720,811

その他 35,931 18,024

貸倒引当金 △2,446 －

投資その他の資産合計 1,301,119 1,283,666

固定資産合計 6,601,939 6,360,973

資産合計 14,316,205 14,860,213
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(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,505,370 6,280,165

短期借入金 1,250,000 700,000

1年内返済予定の長期借入金 438,526 456,400

未払金 657,572 489,909

未払費用 405,516 413,641

未払法人税等 262,064 44,721

未払消費税等 132,715 73,018

賞与引当金 126,446 134,490

店舗閉鎖損失引当金 － 49,028

その他 31,068 29,287

流動負債合計 8,809,278 8,670,662

固定負債

長期借入金 2,312,143 2,219,243

長期未払金 155,100 155,100

退職給付引当金 566,947 610,766

資産除去債務 75,110 75,241

その他 60,331 56,280

固定負債合計 3,169,631 3,116,632

負債合計 11,978,910 11,787,294
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(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 75,000 350,754

資本剰余金

資本準備金 － 275,754

資本剰余金合計 － 275,754

利益剰余金

利益準備金 5,350 12,818

その他利益剰余金

特別償却準備金 82,393 46,285

圧縮積立金 44,647 44,647

繰越利益剰余金 2,117,545 2,326,746

利益剰余金合計 2,249,937 2,430,497

株主資本合計 2,324,937 3,057,006

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 10,766 14,369

評価・換算差額等合計 10,766 14,369

新株予約権 1,590 1,543

純資産合計 2,337,294 3,072,919

負債純資産合計 14,316,205 14,860,213
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当事業年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

売上高 40,551,298 42,264,943

売上原価

商品期首棚卸高 519,735 546,938

当期商品仕入高 33,130,701 34,729,384

合計 33,650,437 35,276,322

商品期末棚卸高 546,938 591,889

売上原価合計 33,103,499 34,684,433

売上総利益 7,447,799 7,580,510

販売費及び一般管理費 6,647,737 7,227,097

営業利益 800,061 353,412

営業外収益

受取利息及び配当金 10,305 11,091

不動産賃貸料 52,457 51,342

補助金収入 27,950 －

雑収入 24,955 28,816

その他 5,308 4,119

営業外収益合計 120,976 95,370

営業外費用

支払利息 25,362 20,020

不動産賃貸費用 14,755 17,053

上場関連費用 25,750 －

その他 153 2,028

営業外費用合計 66,021 39,103

経常利益 855,016 409,680

特別利益

保険解約返戻金 － 44,738

その他 2,469 1,289

特別利益合計 2,469 46,028

特別損失

減損損失 － 44,629

固定資産除却損 565 2,077

店舗閉鎖損失引当金繰入額 － 49,028

特別損失合計 565 95,734

税引前当期純利益 856,920 359,974

法人税、住民税及び事業税 311,167 146,073

法人税等調整額 21,885 △41,347

法人税等合計 333,052 104,725

当期純利益 523,867 255,248
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（３）株主資本等変動計算書

　前事業年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合

計資本準備金
資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計特別償却

準備金
圧縮積立金

繰越利益

剰余金

当期首残高 75,000 － － 2,675 97,707 23,719 1,628,716 1,752,819 1,827,819

当期変動額

新株の発行

剰余金の配当 2,675 △29,425 △26,750 △26,750

当期純利益 523,867 523,867 523,867

特別償却準備金の

積立
19,385 △19,385 － －

特別償却準備金の

取崩
△34,699 34,699 － －

圧縮積立金の積立 20,927 △20,927 － －

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － － － 2,675 △15,314 20,927 488,829 497,117 497,117

当期末残高 75,000 － － 5,350 82,393 44,647 2,117,545 2,249,937 2,324,937

評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計その他

有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 4,216 4,216 1,590 1,833,626

当期変動額

新株の発行

剰余金の配当 △26,750

当期純利益 523,867

特別償却準備金の

積立
－

特別償却準備金の

取崩
－

圧縮積立金の積立 －

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

6,549 6,549 － 6,549

当期変動額合計 6,549 6,549 － 503,667

当期末残高 10,766 10,766 1,590 2,337,294
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　当事業年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合

計資本準備金
資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計特別償却

準備金
圧縮積立金

繰越利益

剰余金

当期首残高 75,000 － － 5,350 82,393 44,647 2,117,545 2,249,937 2,324,937

当期変動額

新株の発行 275,754 275,754 275,754 551,509

剰余金の配当 7,468 △82,157 △74,688 △74,688

当期純利益 255,248 255,248 255,248

特別償却準備金の

積立
－ －

特別償却準備金の

取崩
△36,108 36,108 － －

圧縮積立金の積立 － －

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 275,754 275,754 275,754 7,468 △36,108 － 209,200 180,560 732,069

当期末残高 350,754 275,754 275,754 12,818 46,285 44,647 2,326,746 2,430,497 3,057,006

評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計その他

有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 10,766 10,766 1,590 2,337,294

当期変動額

新株の発行 551,509

剰余金の配当 △74,688

当期純利益 255,248

特別償却準備金の

積立
－

特別償却準備金の

取崩
－

圧縮積立金の積立 －

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

3,602 3,602 △47 3,555

当期変動額合計 3,602 3,602 △47 735,624

当期末残高 14,369 14,369 1,543 3,072,919
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当事業年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 856,920 359,974

減価償却費 370,934 345,543

減損損失 － 44,629

受取利息及び受取配当金 △10,305 △11,091

支払利息 25,362 20,020

有形固定資産除却損 563 2,077

保険解約返戻金 － △44,738

売上債権の増減額（△は増加） △70,363 △364,584

棚卸資産の増減額（△は増加） △27,628 △44,863

未収入金の増減額（△は増加） △121,466 225,904

仕入債務の増減額（△は減少） 50,398 774,795

未払金の増減額（△は減少） △53,407 △834

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,094 8,044

退職給付引当金の増減額（△は減少） 56,232 43,818

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） － 49,028

その他 109,780 11,832

小計 1,191,116 1,419,556

利息及び配当金の受取額 10,312 10,929

利息の支払額 △25,362 △20,020

法人税等の支払額 △70,664 △418,065

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,105,402 992,400

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △229,588 △331,684

有形固定資産の売却による収入 3,234 1,419

無形固定資産の取得による支出 △617 △3,454

定期預金の増減額（△は増加） 7,599 7,100

投資有価証券の売却による収入 388 －

保険積立金の積立による支出 △12,418 △10,599

保険積立金の解約による収入 － 98,720

差入保証金の差入による支出 △133,923 △263

差入保証金の回収による収入 65,715 4,785

その他 △12,752 △111

投資活動によるキャッシュ・フロー △312,364 △234,087

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － △550,000

長期借入れによる収入 230,000 380,000

長期借入金の返済による支出 △550,546 △455,026

株式の発行による収入 － 547,216

ストックオプションの行使による収入 － 4,245

配当金の支払額 △26,750 △74,688

財務活動によるキャッシュ・フロー △347,296 △148,253

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 445,742 610,059

現金及び現金同等物の期首残高 1,231,642 1,677,384

現金及び現金同等物の期末残高 1,677,384 2,287,444
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（５）財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

（収益認識に関する会計基準等の適用)

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）を

当事業年度の期首より適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交

換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　これにより、スーパーマーケット事業における一部のテナントにおける収益について、従来は、顧客から受け取

る対価の総額で収益を認識しておりましたが、顧客への財又はサービスの提供における当社の役割が代理人に該当

する取引については、顧客から受け取る額から仕入先等に支払う額を控除した純額で収益を認識することとしてお

ります。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当事業年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当事業年度の期首の利益剰

余金に加減しております。

　この結果、当事業年度の売上高及び売上原価が398,462千円それぞれ減少しております。また、利益剰余金の当期

首残高に与える影響はありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第

10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針

を、将来にわたって適用することとしております。なお、財務諸表への影響はありません。

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

(1) 報告セグメントの決定方法

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものです。当社は主として事業の業

態を基礎としたセグメントから構成されており、「フローズン事業」「スーパーマーケット事業」の２つを報告セ

グメントとしております。

(2) 各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

「フローズン事業」：アイスクリーム、冷凍食品等の卸売り

「スーパーマーケット事業」：生鮮食品等の小売り

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は第三者間取引

価格に基づいております。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前事業年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：千円）

報告セグメント
調整額

(注)１、３
財務諸表
計上額フローズン事業

スーパー
マーケット事業

計

売上高

外部顧客への売上高 31,167,061 9,384,237 40,551,298 － 40,551,298

セグメント間の内部
売上高又は振替高

224,741 － 224,741 △224,741 －

計 31,391,803 9,384,237 40,776,040 △224,741 40,551,298

セグメント利益(注)２、４ 520,638 279,423 800,061 － 800,061

セグメント資産 8,874,015 2,827,636 11,701,652 2,614,552 14,316,205

その他の項目

減価償却費 276,913 94,020 370,934 － 370,934

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

123,612 182,100 305,713 － 305,713

(注) １．セグメント間の内部売上高又は振替高の調整額△224,741千円は、セグメント間取引消去等であります。

２．セグメント利益には適当な配分基準によって、各報告セグメントに配分された全社費用を含んでおります。

３．セグメント資産の調整額は、報告セグメントに帰属しない全社資産等であります。

４．セグメント利益は、財務諸表の営業利益と調整を行っております。

当事業年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：千円）

報告セグメント
調整額

(注)１、３
財務諸表
計上額フローズン事業

スーパー
マーケット事業

計

売上高

外部顧客への売上高 33,641,859 8,623,083 42,264,943 － 42,264,943

セグメント間の内部
売上高又は振替高

215,300 － 215,300 △215,300 －

計 33,857,160 8,623,083 42,480,244 △215,300 42,264,943

セグメント利益(注)２、４ 279,766 73,646 353,412 － 353,412

セグメント資産 8,975,222 2,664,453 11,639,676 3,220,537 14,860,213

その他の項目

減価償却費 237,645 107,898 345,543 － 345,543

　減損損失 － 44,629 44,629 － 44,629

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

163,789 4,521 168,310 － 168,310

(注) １．セグメント間の内部売上高又は振替高の調整額△215,300千円は、セグメント間取引消去等であります。

２．セグメント利益には適当な配分基準によって、各報告セグメントに配分された全社費用を含んでおります。

３．セグメント資産の調整額は、報告セグメントに帰属しない全社資産等であります。

４．セグメント利益は、財務諸表の営業利益と調整を行っております。

５．会計方針の変更に記載のとおり、当事業年度の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に関する会

計処理方法を変更しております。なお、当該変更により、従来の方法に比べて、当事業年度のスーパーマー

ケット事業の売上高は398,462千円減少しておりますが、セグメント利益への影響はありません。
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(関連情報)

前事業年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３ 主要な顧客ごとの情報

(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

株式会社ドン・キホーテ及び
そのグループ会社

9,570,384 フローズン事業

株式会社クリエイトエス・ディー 8,219,601 フローズン事業

当事業年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３ 主要な顧客ごとの情報

(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

株式会社ドン・キホーテ及び
そのグループ会社

10,207,621 フローズン事業

株式会社クリエイトエス・ディー 7,993,554 フローズン事業
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(１株当たり情報)

前事業年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

当事業年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

１株当たり純資産額 1,455.27円 1,610.92円

１株当たり当期純利益 326.40円 134.90円

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

－ 130.86円

(注) １．前事業年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非

上場であったために期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであ

ります。

項目
前事業年度

(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

当事業年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

１株当たり当期純利益

当期純利益(千円) 523,867 255,248

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る当期純利益(千円) 523,867 255,248

普通株式の期中平均株式数(株) 1,605,000 1,892,101

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

当期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(株) － 58,518

　（うち新株予約権(株)） （－） （58,518）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり当期純利益金額の算定に含まれなかった潜
在株式の概要

新株予約権２種類(新株予約
権 の 数 9,270 個 ( 普 通 株 式
139,050株))。

－

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　


